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第 1 類（酸化性固体）、第 2 類（可燃性固体）、第 3 類（自
己発火性、禁水物質）、第 4 類（引火性液体）、第 5 類
（自己反応性物質）、第 6 類（酸化性液体）の 6 つであ
る。具体例は次のようになる。
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第 1 類 過酸化物塩、硝酸塩、二クロム酸塩、過マン
ガン酸塩、塩素酸塩、過塩素酸塩、塩化イソ
シアヌル酸など
第 2 類 赤リン、金属粉、硫黄、引火性固体
第 3 類 アルカリ金属、アルキルリチウム、黄リン、
金属水素化物など
第 4 類 炭化水素、アルコール、エーテル、二硫化炭
素など
第 5 類 有機過酸化物、硝酸エステル、ニトロ化物、
アジ化物など
第 6 類 過塩素酸、硝酸、過酸化水素水など




































ば、トルエン（第 4 類第１石油類）、キシレン（第 4
類第 2 石油類）は同じ棚に炭化水素類として保管し、
ピリジン（第 4 類第１石油類）と N, N- ジメチルアミ
ノピリジン（固体）もアミン類として保管する。ただ



































































































造式を追加して管理している。No1107 と No1111 は共
に azetidine 誘導体であり、使用者は AN である。保
管場所は使用者のものを集めたコンテナに入れてある
（C-g2 左 AN）。No1110 の名称は 2,3-di-O-benzoyl-4,6-
















































































































3）	 ISIS/Draw（MDL Information System）
4）	遠藤忠利、「鶴見大学紀要」　48 号　第 4 部　pp7-10（平成
23 年）
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